
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホームハートフルケア

目標達成計画 作成日：　平成　２３年　１１月　　８日

優先

順位

項目

番号
現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

目標達成

に要する

期間

1 33

重度化や終末期に向けたホームの指針は

具体的には出来ておらず、重度化した場合

その都度家族、かかりつけ医、ホーム側で話

し合い、方針を決めている状態。終末期の対

応について勉強不足な部分もある。

・利用者がホームで安心して過ごして頂くに

当り、終末期ケアの必要性を職員全体が認

識する。

・終末期に向けたホームの指針を具体化し、

各職員が認識した上で、終末期のケアに自

然に取り組めるような体制を構築する。

・終末期ケアの研修参加及び勉強会開催。

・各家族との終末期に向けた具体的な話し

合い。

12ヶ月

2 35

災害時マニュアルの作成、火災訓練は行っ

ているが、一人夜勤体制であることから、近

隣住民の協力体制の構築が必要。また天災

発生時の対応について、全職員が把握し対

応方法を確認することが必要。

・火災を起こさない。

・地震や水害時の対応マニュアルの作成。

・天災発生時には、全職員が対応方法を理

解し行動出来るように訓練する。

・火の元の注意の徹底。

・コンセントの定期的な点検及び掃除。

・近隣住民参加の避難訓練実施。

・様々な災害を想定した避難訓練の実施。 12ヶ月

3 4

運営推進会議の内容のマンネリ化や家族の

参加者が少ない。

・会議の内容の充実を図る。 ・イベントや講習会等を組み合わせて、家族

が参加しやすい環境を提供する。
6ヶ月

4 1

理念を職員に周知徹底する為、出勤時に目

を通し確認するようにしているが、企業活動

の根幹が理念であることをより認識していく

必要がある。

・全職員が理念を理解、共有し、意識した上

で日頃のケアに取り組んでいく。

・定期的な理念に沿ったケアについての話し

合いの実施をする。
6ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。

目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組

む具体的な計画を記入します。


